
 1 

オーム社 技術総合誌「OHM」2008 年 6 月号 掲載 
 

携帯電話の世界に激震！？ 
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KDDI が LTE 陣営に？ 
今年 3 月、KDDI が次世代の携帯電話

に LTE (Long Term Evolution)を採用す

ることを真剣に検討中と一部で報道され

た。これは、実は大変なことなのだ。現

在、世界中の携帯電話は GSM 系と

CDMA 系の二つに大きく分かれていて、

KDDI は CDMA 系だが、LTE は GSM 系

の次世代規格なのである。つまり、KDDI
にとっては路線の大変更を意味する。な

ぜ今、路線変更なのだろうか？ そして、

これはユーザーにとってどういう意味が

あるのだろうか？ 
 

全世界では？ 

まず、全世界ではどうなっているのか

見てみよう。ヨーロッパでは第 2 世代に

は主として GSM が使われ、その第 3 世

代は UMTS になった。これら GSM 系の

携帯電話は、米国でも AT&T などによっ

て使われ、全世界の携帯電話の約 80%を

占めている。日本は、第 2 世代には PDC
という日本独自の規格を使っていたが、

NTT ドコモやソフトバンクモバイルが第

3 世代に使っている W-CDMA は UMTS
とほぼ同じもので GSM 系に属する。 
一方、米国のベライゾン・ワイヤレス、

日本の KDDI などは CDMA 系の携帯電

話を使っている。これは北米、ラテンア

メリカ、アジア諸国などで広く使われて

いて、全世界の約 20%を占めている。 
現在、第 3 世代の後継規格としては、

GSM 系に対しては LTE が提案され、

CDMA 系 に 対 し て は UMB (Ultra 

Mobile Broadband)が提案されている。両

規格とも、多重化にOFDMA (Orthogonal 
Frequency-division Multiple Access)と
いう技術を使い、基本となる周波数帯域

は 20MHz で、音声や映像も含めて IP 
(Internet Protocol)を使って転送する。こ

のように両者は技術的に極めて近い。 
このような状況の下で、2007 年 9 月に

CDMA 系のベライゾンが、将来は LTE
を使うと表明した。そして今年 3 月、

KDDIがベライゾンに追従して LTEへの

移行を検討中というニュースが流れた。 
 

なぜ LTE か？ 
では、なぜ CDMA 系の各社が別系統の

規格の採用に走るのだろうか？ 
まず、利用者が多い規格の方が、基地

局の設備や端末の量産効果が大きく、そ

れらのベンダーも多いため機器をより安

く調達できる。 
そしてユーザーにとっては、より広く

普及している規格の方が、ローミングに

よって一つの端末を世界中で使えるので、

現在のグローバル化が進んだ世界では便

利だ。現状では、GSM 系の端末はほぼ全

世界で使えるが、CDMA 系の端末はヨー

ロッパでは使える国が限られる。 
また、CDMA 系は技術の根幹を米国の

クアルコム1社に押さえられているため、

通信事業者にはクアルコムのくびきから

逃れたいという気持ちも強いと思われる。

クアルコムは自社の知的財産権を事業に

フルに活用しており、これは CDMA 系の

事業者にとっては常にリスク要因になる。 
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そして、2007 年の「iPhone ショック」

も影響していると思われる。アップルは

2007 年 6 月に iPhone というタッチスク

リーン付の斬新なスマートフォンを発売

し、これが使える通信事業者として、米

国では AT&T、英国では O2、フランスで

はオランジュ、ドイツでは T-モバイルを

選択した。すべて GSM 系の通信事業者で

ある。今後は特徴のある携帯端末が新し

い携帯電話の市場を開拓するようになる。

その時、通信事業者としてまず選ばれる

のは、世界で最も普及している規格の事

業者だ。それ以外の規格の事業者は常に

新サービスに乗り遅れる。今後バラエテ

ィに富んだ携帯端末やゲーム機などがど

んどん携帯電話回線につながるようにな

ると、これでは競争に勝てない。 
そして、第 3 世代から次世代への移行

は、GSM 系にとっても CDMA 系にとっ

ても基地局や端末の流用が効かない。そ

のため、CDMA 系の事業者にとっては、

第 2 世代から第 3 世代に移行したときの

ような設備の流用ができず、UMB を採用

するのも LTE を採用するのも大差ない。

したがって、CDMA 系にとっては今回の

世代交代は路線変更のチャンスなのだ。 
 
 

今後はどうなる？ 

CDMA 系の大手である米国のスプリン

ト・ネクステルは次世代に WiMAX を使

う予定だという。そして、CDMA 系の次

期規格である UMB の採用を発表した通

信事業者はまだなく、クアルコム自身、

LTE 関連の製品を発表した。このような

状況なので、北米やラテンアメリカ、ア

ジアの他の CDMA 系の事業者も雪崩現

象的にLTEの採用に向かう可能性が大き

いと思われる。 
このようにして全世界の携帯電話の規

格が事実上統一されれば、通信事業者か

ら独立した端末やアプリケーションの事

業環境が改善され、携帯電話事業の水平

分業化が進むと考えられる。 
現在、中国は第 3 世代に TD-SCDMA

という独自の規格を採用しようとしてお

り、日本のウィルコムは次世代 PHS とい

う独自規格の採用を計画している。しか

し、世界が規格統一に向かい、全世界で

水平分業が進むと、こういうローカルな

規格を取り巻く環境は厳しくなる。問題

は細かい技術の良し悪しではない。利用

者にとっては通信方式などどうでもよく、

アプリケーションが豊富で安い端末が、

安い通信料金で世界中どこへ持って行っ

ても使えればいいのである。

 


